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古
筆
切
の
中
の

「仁
和
寺
華
厳
院
弘
融
」
の
こ
と

―
伊
賀
常
楽
寺
蔵
兼
好

。
頓
阿

・
弘
融
三
幅
対
を
め
ぐ

っ
て
―

一
、
常
楽
寺
の
三
幅
対

二
重
県
名
賀
郡
青
山
町
種
生
に
あ
る
常
楽
寺
に
は
、
兼
好
、
頓
阿
、

弘
融
の
筆
に
な
る
と
い
う
三
幅
の
掛
軸
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」ゝ
の
三

幅
は
、
「種
生
伝
女
別
名
『兼
好
法
師
行
状
じ
の
作
者
、
篠
田
厚
敬
に
よ
っ

て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
奉
納
時
に
誂
え
た
と
思
し
き
函
に
、
ま

と
め
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
画
の
表
に
は
、
「伊
州
伊
賀
郡
種
生

庄
国
見
山
草
高
寺
兼
好
塚
什
物
也
／
左
　
弘
融
僧
都
筆
／
中
　
頓
阿
法

師
筆
／
右
　
兼
好
上
人
筆
／
三
幅
対
」
と
、
ま
た
、
函
の
底
に
は
、
厚

敬
の

一
首

「残
し
お
く
此
水
茎
の
あ
と

ヽ
め
て
見
ぬ
世
の
人
に
あ
ふ

こ

ゝ
ち
せ
よ
」
が
、
書
き
付
け
て
あ
る

（大
正
十
年
七
月
の
常
楽
寺
の
「目

録
」
に
は
、
コ

、
兼
好
法
師
外
二
人
筆
蹟
三
幅
対
／
右
三
幅
京
都
篠
田
厚
敬
ノ

寄
贈
　
士τ
函
」
と
あ
る
）。

こ
れ
ら
断
簡
の
存
在
は
、
夙
に
、
冨
倉
徳
二
郎
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る

含
兼
好
法
師
研
究
』。
本
書
は
、
著
者
名
を

「冨
倉
二
郎
」
と
し
て
、

昭
和
十
二
年
四
月
に
東
洋
閣
よ
り
刊
行
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
二
月
に
は
、
丁
字

米
田
　
真
理
子

屋
書
店
か
ら
、
「日
本
学
芸
叢
書
」
と
し
て
改
訂
増
補
版
が
、
さ
ら
に
、
昭
和
三

十
二
年
九
月
に
は
、
「日
本
学
芸
叢
書
４
」
に
改
版
が
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、

昭
和
十
二
年
版
か
ら
引
用
す
る
）。
冨
倉
氏
は
、
「参
宮
電
鉄
の

一
駅
伊
賀

名
張
郡
の
阿
保
に
下
り
て
、
前
深
瀬
川
に
沿
う
て
南
に

一
里
半
程
次
第

登
り
の
道
を
上
流
へ
と
遡
る
と
種
生
村
と
い
ふ
在
所
が
あ
る
」
と
、
現

地
へ
赴
き
実
見
し
た
と
し
て
、
以
下
の
六
点
を
挙
げ
る
。

一
、
頓
阿
筆
の
断
簡

（新
古
今
集
の
秋
の
部
の
写
し
）

二
、
弘
融
筆
の
断
簡

（後
撰
和
歌
集
夏
の
部
の
写
し
）

三
、
兼
好
筆
の
短
冊

一
葉

（兼
好
家
集
所
載
の

「み
さ
び
こヽ

の
歌
）

四
、
兼
好
筆
の
伊
勢
物
語
の

一
葉

五
、
兼
好
上
人
像
ｎ
重硼受
聡
樅
蘇
評打藤販餓鍼Ｊ
（讃
は
兼
好
家
集

の
歌

「
い
か
に
し
て
な
く
さ
む
も
の
そ
」
の
歌
）

六
、
兼
好
上
人
伝
記

一
巻

（種
生
伝
本
文
の
写
し
）

そ
れ
で
は
、
各
切
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

伝
弘
融
筆
古
筆
切
は
、
「後
撰
和
歌
集
』
巻
第
四

。夏
の

一
九
二
番
詞

書
か
ら

一
九
六
番
歌
ま
で
で
あ
る

（切
の
大
き
さ
、
劉
×
晰
ｍ
。
歌
番
号
は

「新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。



一日
Ｅ

日
署

―

伝
弘
融
筆
後
撰
和
歌
集
切

（常
楽
寺
蔵
三
幅
対
の
内
）

伝
頓
阿
筆
の
切
は
、
「新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
四
・
秋
歌
上
の
四
三
〇

番
作
者
か
ら
四
三
一
番
歌
ま
で
で
あ
る

（切
の
大
き
さ
、
卸
ｘ
Ｗ
り
。

伝
頓
阿
筆
新
古
今
和
歌
集
切

（常
楽
寺
蔵
三
幅
対
の
内
）
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伝
兼
好
筆
の
軸
は
、
「伊
勢
物
語
」
第
九
段
の
断
簡
で
あ
る

（切
の
大

き
さ
、
四
×
旧
ｃｍ
。
私
に
句
読
点
を
付
し
た
）。

伝
兼
好
筆
伊
勢
物
語
切

（常
楽
寺
蔵
三
幅
対
の
内
）

篠
田
厚
敬
と
常
楽
寺
什
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
冨
倉
氏
は
、
天
野

信
景

「監
尻
』
に
あ
る
、
「黒
川
申
純
」
が
、
一冗
禄
十
二

（
王
ハ
九
九
）
年

に
、
兼
好
三
百
五
十
回
忌
に
ち
な
み
伊
賀
の
国
見
山
の
兼
好
旧
跡
を
訪

れ
、
の
ち
に
兼
好
の
真
影
を
種
生
の
神
主
に
贈

っ
た
と
す
る
記
事
を
取

り
上
げ
、
実
際
は
厚
敬
の
所
行
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
近

年
、
川
平
敏
文
氏
が
、
「
兼
好
上
人
像
」
と
篠
田
厚
敬
」
（『日
本
古
典
文

学
会
々
報
』
１３３
号

平
成
士

一一年
七
月
）
に
お
い
て
、
常
楽
寺
蔵
兼
好
像
の

来
歴
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
証
し
た

（川
平
氏
の
報
告
に
よ
り
、
名

古
屋
大
学
岡
谷
文
庫
蔵

『徒
然
草
拾
遺
抄
』
の
厚
敬
の
書
写
奥
書
が
、
冨
倉
氏

が
指
摘
し
た
『監
尻
』
記
事
の
原
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
）。
川
平
氏
は
、

元
禄
十
二
年
二
月
に
、
祇
園
の
社
を
訪
れ
た
厚
敬
が
、
兼
好
に
纏
わ
る

古
器
什
物
等
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
、
帰
京
後
、
コ

誓
願
を
発

し
」
、
土
佐
光
成
に
兼
好
影
像
の
作
製
を
依
頼
し
、
神
主
に
贈

っ
た
と

す
る
経
緯
を
明
示
し
た
。
そ
の
画
幅
は
、
毎
年
二
月
十
五
日
の
兼
好
忌

に
掲
げ
ら
れ
、
元
禄
十
四

（
一
七
〇
こ

年
二
月
に
は
、
「兼
好
略
伝

一

巻
」
を
、
新
た
に
奉
納
し
た
と
い
う
。
祇
園
社
は
、
兼
好
塚
が
発
見
さ

れ
た
草
高
寺
旧
跡
の
近
隣
に
位
置
し
、
ま
た
、
草
高
寺
は
、
天
正
の
争

乱
で
荒
廃
、
宝
永

（
一
七
〇
四
～
一
七

一
こ

頃
に
再
興
さ
れ
た
寺
院
で

あ
り
、
再
び
幕
末
に
廃
寺
と
な
り
、
「
そ
れ
ら
の
文
物
は
現
在
、
近
隣
の

真
言
宗
常
楽
寺
に
移
管
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
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一
方
、
一二
幅
対
に
つ
い
て
は
、
小
松
操
氏
に
指
摘
が
あ
る

翁
「弘
融
僧

都
」
か
ら
徒
然
草
へ
」
「解
釈
』
八
巻

一
号
　
昭
和
三
十
七
年

一
月
）。
小
松
氏

は
、
冨
倉
氏
の
紹
介
を
踏
ま
え
、
金
沢
文
庫
蔵

『兼
好
由
来
」
（安
永
七

貧

七
七
八
）
年
成
立
）
の
写
真
を
掲
載
し
、
「厚
敬
は

「京
二
条
烏
丸
下

ル
秋
野
町
篠
田
次
郎
左
衛
門
」
と
言
い
、
軸
物
は

「
元
禄
十
七
年
二
月

三
日
」
寄
進
と
い
う
」
と
、
解
説
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
三
幅
対
は
、

元
禄
十
七

（
一
七
〇
四
）
年
二
月
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

は
、
以
下
に
紹
介
す
る
極
札
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

常
楽
寺
経
蔵
の
函
中
に
は
、
一二
幅
対
や
兼
好
上
人
像
な
ど
兼
好
に
纏

わ
る
文
物
と
と
も
に
、
一二
枚
の
極
札
を
収
め
た
小
さ
な
函
が
保
管
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
極
札
の
表
に
は
、
一削
掲
古
筆
切
の
伝
承
筆
者
名
と
冒

頭
文
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
当
該
古
筆
切
に
付
さ
れ
た
極
札
で

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

兼
好
の
極
札

表

「兼
好
法
師
　
称
和
歌
四
天
王
／
ふ
た
り
し
て

（琴
山
印
こ

裏

「切
癸
未
二

（六
代
古
筆
了
音
印
こ

（元
禄
十
六
年
二
月
）

頓
阿
の
極
札

表

「頓
阿
法
師
　
称
和
尋
四
天
王
／
秋
の
た
の

（琴
山
印
こ

裏

「切
丙
子
七

（五
代
古
筆
了
璃
印
こ

（元
禄
九
年
七
月
）

弘
融
の
極
札

表

「華
厳
院
弘
融
僧
都
　

つヽ
ち
は
へ
て

（琴
山
印
こ

裏

「切
癸
未
七

（六
代
古
筆
了
音
印
と

（元
禄
十
六
年
七
月
）

極
札
の
表
と
函

極
札
の
裏

（部
分
）

極
札
の
裏
書
に
よ

っ
て
鑑
定
の
時
期
が
判
明
す
る

（五
代
古
筆
了
眠

は
、
元
禄
十
四
年
二
月
十
九
日
五
十
七
歳
没
、
六
代
古
筆
了
音
は
、
享
保
十
年

六
月
二
十
二
日
五
十
二
歳
没
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
）。
伝
弘
融
筆
切
が

最
も
遅
く
、
一死
禄
十
六

（
一
七
〇
一こ

年
七
月
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
そ
れ

よ
り
後
に
、
厚
敬
は
、
古
筆
切
を
入
手
し
、
三
幅
対
に
装
慎
し
、
函
を

誂
え
、
極
札
共
々
奉
納
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
前
掲

『兼
好
由
来
」
に

記
さ
れ
た

「
元
禄
十
七
年
二
月
三
日
」
に
、
時
期
的
な
矛
盾
は
な
い
。

ま
た
、
川
平
氏
が
指
摘
す
る
、
「兼
好
上
人
像
」
が
、
兼
好
の
命
日
の
二

月
十
五
日
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
、
「兼
好
略
伝

一
巻
」
も
、
一
一月
の
奉
納

で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
三
幅
対
も
同
様
に
、
兼
好
の
忌
日

に
合
わ
せ
て
納
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

兼好
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兼
好
、
頓
阿
、
弘
融
の
古
筆
切
が
三
幅
対
に
仕
立
て
ら
れ
、
兼
好
ゆ

か
り
の
地
に
奉
納
さ
れ
た
の
は
、
「徒
然
草
』
八
十
二
段
に
頓
阿
と
弘

融
が
登
場
す
る
こ
と
と
、
一二
者
の
伊
賀
居
住
の
伝
承
と
に
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
。
」ヽ
れ
ま
で
伊
賀
と
三
者
の
関
わ
り
は
明
確
で
は
な
か
っ
た

が
、
弘
融
の
伊
賀
居
住
は
、
そ
の
著
作
の
奥
書
か
ら
判
明
す
る
。

「康
秘
目
録
』
　
（大
覚
寺
本
・
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
蔵
写
真

［２５
箱
２‐
号
］
外
題

「諸
尊
法
目
録
∵
私
に
返
り
点
、
句
読
点
を
付
し
た
）

貞
和
三
年
丁
亥
五
月
廿

一
日
、
於
二
伊
賀
国
佛
性
寺
遍
照
院
一、
重
コ

胎
誓
約
之
誠
文
一、
敢
勿
・一違
犯
一
々
々
々
。

権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
弘
融
輔

・

こ
の
書
は
、
弘
融
が
、
伊
賀
の
佛
性
寺
遍
照
院
に
お
い
て
、
康
永
二

貧

三
四
一）
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
執
筆
し
た
諸
尊
法

「康
秘
』
の
目

録
で
あ
る

（引
用
文
は
、
貞
和
三
（
〓
二
四
七
）
年
の
奉
納
奥
書
に
よ
る
）。
こ

の
書
の
出
現
に
よ
つ
て
、
「徒
然
草
』
の
注
釈
書

『野
槌
」
の
記
事
が
、

史
実
に
基
づ
く
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（拙
稿
「
野
槌
」

増
補
記
事
の
検
討
―
弘
融
の
伊
賀
居
住
を
視
座
と
し
て
―
」
璽
“文
』
第
七
十
八

号

平
成
十
四
年
）。
そ
し
て
、
常
楽
寺
蔵
三
幅
対
の
断
簡
は
、
伊
賀
に

お
け
る
伝
承
を
考
え
る
た
め
の
、
さ
ら
な
る
手
か
が
り
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
弘
融
の
奥
書
記
事
の
分
析
を
通
し
て
、
当
時
の
仁
和
寺

の
様
相
を
考
察
し
た

（拙
稿

コ
徒
然
草
」
と
仁
和
寺
僧
弘
融
―

『読
遮
要
秘

抄
』
ム
康
秘
』
奥
書
か
ら
見
え
る
こ
と
―
」
∩
中
世
文
学
』
第
四
十
七
号
　
平

成
十
四
年
）。
伝
弘
融
筆
古
筆
切
の
極
札
に
は
、
弘
融
の
伝
記
を
考
え
る

上
で
重
要
な
、
中
世
に
遡
る
こ
と
の
出
来
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
弘
融
を
伝
承
筆
者
と
す
る
古
筆
切
を
整
理
し
、
極
札
に
つ
い

て
報
告
し
よ
う
と
思
う
。

二
、
伝
弘
融
筆
古
筆
切
の
整
理

伝
弘
融
筆
古
筆
切

一
覧
表
を
次
に
掲
載
す
る
。

巻

・
部
立

・
歌
番
号
…
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。
（歌
）
和

歌
、
（詞
）
詞
書
、
（名
）
作
者
名
、
（※
）
内
容
未
確
認
の
略
号
。

手
鑑
…
弘
融
の
古
筆
切
を
掲
載
す
る
手
鑑
な
ど
の
書
名
。

年
代
…
書
写
年
代

（解
題
参
昭
じ
。

極
札
…
極
札
に
記
さ
れ
た
弘
融
の
名
称
。

鑑
定
…
鑑
定
家
名

（解
題
、
「和
漢
書
画
古
筆
鑑
定
家
印
譜
』
等
参
昭
じ
。

備
考
…
手
鑑
の
掲
載
書
目
と
、
参
照
し
た
論
文
な
ど
。
「小
林
９
」
な

ど
と
す
る
の
は
、
小
林
強
氏
の

「自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
』
（自
讃

歌
孝
範
注
研
究
〈こ
掲
載
の
以
下
の
論
文
を
指
し
、
数
字
は
雑
誌
の

号
数
を
示
す
。
「鎌
倉
中
期
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿

（第
一
稿
こ

（第
五
号
、
平
成
九
年
十
月
）、
「十
三
代
集

（除
、
続
後
撰
集
～
続
拾
遺

集
）
関
係
古
筆
切
資
料
資
料
集
成
稿

（第
一
稿
こ

（第
六
号
、
平
成

十
年
十
月
）、
「新
古
今
和
歌
集
古
筆
切
資
料
集
成
稿
（第
一
稿
こ
（第

七
号
、
平
成
十
一
年
九
月
）、
「
古
筆
学
大
成
』
４
巻
及
び
５
巻
関
係
・

「古
筆
学
大
成
」
未
所
収
の
主
要
伝
称
者
関
係
の
古
筆
切

一
覧
稿
」

（第
八
号
、
平
成
十
二
年
十
月
）、
「後
撰
集

・
拾
遺
集

・
拾
遺
抄
古
筆

切
資
料
集
成
稿

（第
一
稿
こ

（第
九
号
、
平
成
十
三
年
十
月
）。
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伝
弘
融
筆
古
筆
切

一
覧

士口
０
フ

一　
　
・春
上

・
１３

二
　
・春
中

・
６‐
（詞
）
～
６５
（歌
）

四
　
・夏
　
・
１９２
（詞
）
～
１９６
（歌
）

上ハ
　
・秋
中

・
２９８
（歌
）
～
３０‐
（歌
）

十
　
・恋
二
・
硼
（名
）
～
“
（歌
）

十
二
・恋
四

・
８６２
（歌
）
～
協
（歌
）

十
三

・恋
五

・
剛
（※
）
～
螂
（※
）

十
三

・恋
五
・
別
（詞
）
～
鼎
（歌
）

十
四
・恋
六
・Ш
（名
）～
閻
（名
）

十
五

・雑

一
・
鰤
（詞
）
～
皿
（詞
）

十
五
・雑
一
・鵬
（詞
）～
Ⅲ
（詞
）

十
五
・雑
一
・脚
（名
）～
‐１２２
（名
）

十
五
・雑
一
・１１２２
（歌
）～
‐１２３
（詞
）

十
六
・雑
二
・‐１２７
（詞
）～
‐１３０

十
六
・雑
二
・Ｍ
（詞
）～
‐１７８
（歌
）

十
六
・雑
二
・Ш
（詞
）～
‐１９‐
（歌
）

五
　
・秋
下

・
劉

八
　
・離
別

・
節

八
　
・離
別

・
獅

十
二

・恋
二

・
”

十
五

・恋
五

・
８‐０

十
七

・雑
上

・
９３０

十
八

・雑
下

・
螂

巻

部
立

歌
番
号

（詞
）
～
畑
（詞
）

（歌
）
～
３７６
（詞
）

（詞
）
～
３８６
（歌
）

（歌
）
～
５７‐
（歌
）

（歌
）
～
田
（名
）

（詞
）
～
９３２
（歌
）

（名
）
～
％
（歌
）

玉
海

個
人
蔵
手
鑑
歌
海

常
楽
寺
蔵

二
幅
対
内

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵

手
鑑
古
名
筆
帖

久
曽
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

高
城
弘

一
氏
蔵
無
銘
手
鑑
Ｄ

筆
泉

個
人
蔵
手
鑑

個
人
蔵

・
古
筆
手
鑑

翰
墨
帖

（岩
国

・
吉
川
家
）

手
鑑

（永
青
文
庫
）

文
彩

（富
岡
美
術
館
）

久
曽
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

高
城
弘

一
氏
蔵
手
鑑
古
今
筆
鑑

筆
陣
竃
戦

久

曽

神

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

藁
叢

（徳
川
美
術
館
）

尾
陽

（徳
川
美
術
館
）

池
尾
和
也
氏
蔵
某
家
蔵
手
鑑
写
真

手
鑑

（石
川
県
美
術
館
）

小
津
家
手
鑑

手
鑑

鎌 鎌   鎌      鎌 鎌
倉 倉   倉       倉 倉

中

室

町
鎌
倉

南
北
朝

年
代

華
厳
院
阿
関
梨
弘

華
厳
院
弘
融
僧
都

華
厳
院
弘
融
僧
都

仁
和
寺
弘
融

仁
和
寺
院
家
弘
融

仁
和
寺
殿
弘
融

仁
和
殿
院
家
弘
融

慶
融
法
印
＊

仁
和
寺
院
家
弘
融

弘
融
僧
正
華
厳
院

仁
和
寺
弘
融

仁
和
殿
院
家
弘
融

仁
和
寺
殿
院
家
弘
融

極
札

畠
山
牛
庵

古
筆
了
音

古
筆
了
任

「爽
神
」
印

古
筆
了
任

古
筆
了
栄

古
筆
了
佐

古
筆
了
佐

畠
山
牛
庵

古
筆
了
雪

朝
倉
茂
入

鑑
定

徳
川
黎
明
會
叢
書

続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門

小
林
９

古
筆
切
影
印
解
説

小
林
９

翰
墨
帖
解
題

古
筆
学
大
成

続
国
文
学
古
筆
切
入
門

古
筆
学
大
成

古
筆
手
鑑
大
成

細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊

古
筆
学
大
成

古
筆
切
影
印
解
説

・
小
林
９

小
林
９

古
筆
学
大
成

古
筆
切
影
印
解
説

徳
川
黎
明
會
叢
書

徳
川
黎
明
會
叢
書

平
成
新
修
古
筆
資
料
集

小
林
８

古
筆
手
鑑
大
成

小
津
家
古
筆
切
楽
影

備
考
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続
拾
遺

一嗣里〓Ｈ〈フ

玉
葉

覇「士口〈
フ

袷
遺

十
五

・恋
五

・
剛
（歌
）
～
皿
（名
）

十
四

・恋
四

・
闘
（歌
）
～
贖
（歌
）

十
五

・恋
五

・
１３７‐
（歌
）
～

‐３７５
（名
）

十
五

・雑
二

・
Ⅲ
（歌
）
～
鵬
（詞
）

九
　
・離
別

・
輸
（歌
）
～
剛
（詞
）

十
　
・覇
旅

・
９３０
（名
）
～
剛
（歌
）

一
一　
・夏

〓
一　
・秋

〓
一　
・秋

四
　
・冬

四
　
・冬

四
　
・冬

上ハ
　
・別

上ハ
　
・別

七
　
・物
名

八
　
・雑
上

九
　
・雑
下

九
　
・雑
下

九
　
・雑
下

十
六

・雑
春

十
六

・雑
春

十
六

・雑
春

十
八

・雑
賀

二
十

・哀
傷

．
８２
（名

）
～

８６
（名

）

・
要

詞
）
～

興

名

）

．
２‐２

（詞
）
～

２‐４
（歌
）

．
２‐５
（
詞
）
～

２‐７
（歌
）

．
２‐８
（詞
）
～

２２‐
（詞
）

・
ル

（歌
）
～

め
（歌
）

．
３‐２
（歌
）
～

３‐５
（歌
）

．
３３０
（歌
）
～

３３３
（
詞
）

・
佃

（詞
）
～

価
（歌
）

・
州
（
※
）
～

州
（
※
）

．５‐４
（詞
）
～
５‐８
（歌
）

・郊
（歌
）
～
５５０
（歌
）

・猾
（歌
）

・
‐０‐９
（名
）
～
腰
（詞
）

・
鵬
（名
）
～
腑
（詞
）

・
腑
（詞
）
～
雌
（名
）

ｏ
‐‐７６
（名
）
～

‐１７９
（詞
）

・
隔
（詞
）
～
脚
（名
）

十
九

・
覇
旅

。
１３３７
（詞
）
～
脚
（歌
）

藁
叢

（今
治
市
河
野
美
術
館
）

曽
根
誠

一
氏
蔵
手
鑑
裏
六

林
家
旧
蔵

『古
筆
手
鑑
』

小
林
強
氏
蔵
手
鑑

個
人
蔵
ま
さ
ご
の
鶴

久
曽

神

コ
レ
ク
シ

ョ
ン

カ
含
Ｒ
神
コ
レ
ク
シ

ョ
ン

あ
け
ぼ
の

（梅
沢
記
念
館
）

手
鑑

（京
都

・
龍
興
寺
）

手
鑑

（石
川
県
美
術
館
）

力
奮
目
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

東
京
都
立
博
物
館
蔵
古
筆
手
鑑

ム
含
Ｆ
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

雁
叢

中
島
家
手
鑑

根
津
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑

久
菌
目
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

弥
彦
神
社
蔵
手
鑑
古
筆
手
鑑

手
鑑

（白
鶴
美
術
館
）

大
手
鑑

力
含
Ｆ
神
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

慶
安
手
鑑

久

曽

神

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

鎌
倉

南
北
朝

鎌
倉

鎌
倉

南
北
朝

仁
和
寺
殿
院
家
弘
融
僧
都

弘
融
〈仁
和
寺
／
遍
照
院
〉

仁
和
寺
段
内
弘
融

仁
和
寺
殿
弘
融

弘
融
僧
都

仁
和
寺
殿
弘
融

慶
融
法
眼
＊

仁
和
寺
殿
弘
融

華
厳
院
阿
閣
梨
弘
融

弘
融
僧
都

華
厳
院
弘
融
僧
都

華
厳
院
弘
融
僧
都

仁
和
寺
弘
融

三
井
寺
弘
融

仁
和
寺
弘
融

同

（仁
和
寺
殿
）
弘
融

仁
和
寺
殿
弘
融

古
筆
了
佐

古
筆
了
佐

古
筆
了
佐

古
筆
了
音

古
筆
了
佐

畠
山
牛
庵

古
筆
了
音

朝
倉
茂
入

古
筆
了
佐

古
筆
了
佐

国
文
学
資
料
館
マ
イ
ク
ロ

九
州
女
子
大
学
紀
要
２２
ｏｌ
・
小
林
５

東
大
史
料
編
纂
所
写
真

小
林
６

古
筆
学
大
成

小
林
７

古
筆
切
影
印
解
説

古
筆
切
影
印
解
説

古
筆
手
鑑
大
成

古
筆
手
鑑
大
成

古
筆
手
鑑
大
成

古
筆
切
影
印
解
説

古
筆
学
大
成

古
筆
切
影
印
解
説

名
家
古
筆
手
鑑
集

古
筆
手
鑑
大
成
解
題

続
国
文
学
古
筆
切
入
門

古
筆
学
大
成

古
筆
切
影
印
解
説

古
筆
学
大
成

古
筆
手
鑑
大
成

陽
明
叢
書
国
書
篇

古
筆
切
影
印
解
説

慶
安
手
鑑
複
製

古
筆
切
影
印
解
説

＊
極
札
は

「慶
融
」
と
す
る
が
、
弘
融
の
切
の
ツ
レ
と
の
判
断
に
従
う

（備
考
欄
解
題
論
文
参
照
）。



他
に
、
「弘
文
荘
待
買
古
書
目
』
（１７
巻
　
昭
和
二
十
四
年
四
月
。
２。
巻
昭

和
一
一十
六
年
六
月
再
録
）
に
、
拾
遺
集
の
残
巻
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

三
五
　
拾
遺
集
　
残
巻
　
伝
弘
融
法
師
筆
　
鎌
倉
末
期
写
　
一
巻

一
五
〇
〇
日
　
前
田
家
旧
蔵
本
。
縦
廿
六
糎
半
、
全
長

一
米
半
。

淡
黄
色
の
鳥
の
子
、
和
歌

一
首

一
行
書
き
。
巻
第

一
、
二
、
三
、

五
、
六
の
五
巻
中
の
残
快
。
書
佳
し
。

伝
弘
融
筆
古
筆
切
に
は
、
複
数
の
筆
跡
が
存
す
る
。
ま
た
、
伝
承
筆

者
を
弘
融
と
し
な
が
ら
も
、
書
写
年
代
が
、
鎌
倉
中
期
や
室
町
に
判
断

さ
れ
る
古
筆
切
も
あ
る
（解
題
等
参
昭
じ
。
弘
融
の
自
筆
に
つ
い
て
は
、
管

見
で
は
、
「東
寺
百
合
文
書
」
ホ
函
八
四
に
、
コ

室
／
八
月
六
日
弘
融

（花
押
）
／
賓
厳
院
／
御
同
宿
中
」
と
、
署
名
と
花
押
の
記
さ
れ
た
書
状

を
見
出
す
が
、
年
次
未
詳
で
あ
る
た
め
、
同
人
物
で
あ
る
か
確
定
し
が

た
い

（紙
の
端
に
は
別
筆
で
、
「西
八
条
一
室
折
紙
」
と
記
す
）。

な
お
、
伝
弘
融
筆
の
後
撰
集
切
と
拾
遺
集
切
に
は
、
「近
江
切
」
と
呼

ば
れ
る
古
筆
切
が
あ
り
、
伝
承
筆
者
を
三
井
寺
の
「公
猷
」
、
仁
和
寺
の

「慶
融
」
に
鑑
定
す
る
も
の
と
の
間
で
混
乱
が
見
ら
れ
る

（『古
筆
学
大

成
』
小
松
茂
美
氏
解
題
、
「続
国
文
学
古
筆
切
入
門
』
藤
井
隆
氏
解
題
参
照
）。
同

じ
く
後
撰
集
切
に
は
、
二
条
為
世
を
伝
承
筆
者
と
す
る

「柴
田
切
」
の

ツ
レ
も
存
す
る

（『続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
』
田
中
登
氏
解
題
参
昭
じ
。

常
楽
寺
蔵
三
幅
対
の
古
筆
切
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
レ
を
見
出
す
。

伝
弘
融
筆
後
撰
集
切
は
、
「柴
田
切
」
の
ツ
レ
で
あ
り
、
「玉
海
〓
続
々

国
文
学
古
筆
切
入
門
」
に
、
弘
融
筆
と
鑑
定
す
る
切
が
所
載
さ
れ
る
。

伝
頓
阿
筆
新
古
今
集
切
は
、
「新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
「中
国
切
　
四

半
新
古
今
歌
二
行
書
」
と
あ
り
、
「藁
叢
』
『蓬
左
』
『古
筆
学
大
成
」
Ю

個
人
蔵
古
筆
手
鑑

（図
聾
）
な
ど
に
ツ
レ
を
見
出
す
。
「古
筆
学
大
成
」

解
題
に
は
、
「
五
代
古
筆
了
眠
の
極
札
は
、
「和
歌
四
天
王
内
頓
阿
」
の

筆
と
い
う
」
と
あ
り
、
当
該
切
と
同
じ
鑑
定
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

伝
兼
好
筆
伊
勢
物
語
切
は
、
「古
筆
名
葉
集
」
「越
前
切
　
雲
紙
、
四

半
、
伊
勢
物
語
」
に
相
当
し
、
当
該
断
簡
は
、
「布
留
鏡
』
曾
Ｔ
十
こ

に
連
接
、
さ
ら
に

『村
瀬
庸
庵
愛
蔵
品
入
札
並
売
立
目
録
」
（昭
和
十
八

年
二
月
八
日
。名
古
屋
美
術
倶
楽
部
）
掲
載

「
八
四
、
兼
好
越
前
切
」
の
前

に
位
置
す
る
。
つ
ま
り
、
連
続
す
る
第
九
段
断
簡
の
中
間
に
当
た
る
。

「古
筆
学
大
成
」
解
題
は
、
「布
留
鏡
』
断
簡

（大
成
図
２０
）
の
極
札
を
コ
ハ

代
古
筆
了
音
」
と
し
、
常
楽
寺
の
切
と
同
じ
鑑
定
と
見
ら
れ
る
。

弘
融
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
、
「古
筆
名
葉
集
〓
新
撰
古
筆
名
葉
集
』

に
記
載
は
な
く
、
「昭
和
古
筆
名
葉
集
」
（昭
和
二
十
二
年
）
は
、
「公
猷
」

の
次
に
弘
融
の
項
目
を
設
け
る

（『続
国
文
学
古
筆
切
入
門
』
参
昭
じ
。
ま

た
、
早
く
に
、
小
松
操
氏
が
、
「慶
安
大
手
鑑
」
や

「華
押
譜
』
の
弘
融

の
切
れ
を
取
り
上
げ
、
紹
介
し
て
い
る

（前
掲
論
文
）。

三
、
極
札
を
め
ぐ
っ
て

弘
融
は
、
「徒
然
草
」
八
十
二
段
と
、
八
十
四
段
に
登
場
す
る
僧
侶
で

あ
る
が
、
所
属
の
寺
院
な
ど
に
つ
い
て
は
、
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
弘
融

に
初
め
て
注
釈
を
施
し
た

「野
槌
』
再
刻
本
に
も
、
所
属
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
。
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一
。
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
阪
府
立
図
書
館
本
）

こ
の

「野
槌
』
の
説
は
、
以
後
の
注
釈
書
に
長
く
継
承
さ
れ
る
こ
と
に

な
る

（再
刻
本
の
刊
行
年
は
不
明
で
あ
り
、
川
瀬
一
馬
氏
の
慶
安
頃
と
す
る
見

解
を
目
安
と
す
る

（新
註
國
文
學
叢
書

「徒
然
草
し
。
ま
た
、
伊
賀
の
地
誌
に

は
、
「野
槌
』
記
事
と
同
内
容
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
仁
和
寺
の
僧
侶
で
あ
る
こ

と
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
後
述
）。

弘
融
は
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
仁
和
寺
で
学
僧
と
し

て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
「徒
然
草
』
以
外
の
、
所
謂
文
学
作
品
に

は
名
前
は
見
え
ず
、
ま
た
、
古
今
集
を
受
講
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
詠
歌
も
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
弘
融
の
古
筆
切
は
、
早
く
か
ら
売
買
の
対
象
に
な
っ
て
い

た
。
例
え
ば
慶
安
四

（
王
ハ
五
こ

年
の

「慶
安
手
鑑
』
巻
末

「古
来
流

行
手
鑑
目
録
井
代
付
」
に
は
、
「古
筆
庵
奥
書
に
日
、
右
者
寛
永
の
比
の

代
付
也
、
或
は
紙
の
内
の
善
悪
、
或
は
不
出
来
物
時
代
に
よ
り
、
少
宛

高
下
可
有
者
也
云
々
」
と
し
、
「仁
和
寺
殿
　
守
覚
　
金
参
両
」
に
並

び
、
「同
弘
融
　
金
弐
歩
」
を
掲
載
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
頃
既

に
、
「慶
安
手
鑑
」
を
編
纂
し
た
古
筆
了
佐
は
、
正
し
く
弘
融
を
仁
和
寺

の
僧
侶
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

手
鑑
に
お
け
る
弘
融
の
切
の
配
列
を
見
る
と
、
例
え
ば
、
「手
鑑

（白

鶴
美
術
館
蔵
こ

（『古
筆
手
鑑
大
成
し

で
は
、
次
の
よ
う
に
位
置
す
る
。

調
仁
和
寺
宮
守
覚
親
王

籾
日
翻
Ш
酬
劉
酬

２６０
仁
和
寺
宮
覚
道
親
王

２６‐
仁
和
寺
宮
覚
誉
親
王

２６２
仁
和
寺
宮
覚
誉
親
王

２６３
仁
和
寺
宮
道
永
親
王

鯛
守
覚
は
、
五
代
御
室

（建
仁
二

（
〓
δ
二
）
年
没
）、
知
覚
道
は
、

二
十
二
代
御
室

（大
永
七

（
一
五
一
一七
）
年
没
）
で
あ
る
。

２６‐
２６２
覚
誉
は
、

花
園
皇
子
、
園
城
寺
聖
護
院
門
跡

今
水
徳
二

（
〓
一一八
一
じ
年
没
。
仁
和
寺

と
の
関
係
未
確
認
）、
知
道
永
は
、
貞
常
親
王
皇
子
、
後
土
御
門
猶
子
、
仁

和
寺
上
乗
院

（天
文
五

（
一
二
三
０

年
没
）
で
あ
る
。

次
い
で
、
「翰
墨
帖

（岩
国
ニ
ロ川
家
蔵
こ

３
古
筆
手
鑑
大
成
し

で
は
、

「
９２
春
日
社
家
祐
春
　
９３
春
日
社
家
祐
臣
　
９４
倒
利
引
劇
開
刻
引
副

９５
石
山
座
主
果
守
　
９６
真
光
院
尊
海
僧
正
　
９７
浄
弁
法
印
　
９８
安
倍
寂

恵
」
の
よ
う
に
、
真
言
宗
の
僧
侶
の
初
め
に
位
置
す
る
。
な
お
、

９６
「真

光
院
尊
海
僧
正
」
は
、
第
二
十

一
代
御
室
で
あ
る
。

「あ
け
ぼ
の

（梅
沢
記
念
館
蔵
こ

■
古
筆
手
鑑
大
成
し

で
は
、
「
９２
道
元

９３
俊
寛
僧
都
　
９４
引
訓
個
翻
　
９５
頼
朝
卿
　
９６
二
位
尼
」
の
順
で
あ
る
。

こ
れ
ら
手
鑑
の
配
列
か
ら
は
、
仁
和
寺
の
僧
侶
と
し
て
の
認
識
と
、

著
名
な
人
物
と
し
て
の
扱
い
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は

『徒
然

草
』
を
置
い
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
「徒
然
草
』
の
注
釈

書
の
世
界
と
は
別
の
情
報
源
を
想
定
す
る
必
要
も
あ
る
。
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極
札
に
は
、
「華
厳
院
」
を
冠
す
る
も
の
が
あ
る
。
華
厳
院
は
、
仁
和

寺
の
院
家
の

一
つ
で
あ
り
、
弘
融
を
、
華
厳
院
の
僧
侶
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
は
、
弘
融
の
師
で
あ
る
、
「徒
然
草
〓

一百
八
段
に
登
場
す
る

「華
厳
院
の
弘
舜
僧
正
」
と
の
関
わ
り
か
ら
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。

弘
融
は
、
出
自
が
不
明
で
あ
り
、
ま
た

「仁
和
寺
諸
院
家
記
」
に
も

名
前
が
見
出
さ
れ
な
い
た
め
、
伝
歴
が
詳
ら
か
で
な
い
。
弘
融
の
著
作

『
読
遮
要
秘
銹
」
の
伝
本
の
内
、
高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
金
剛
三

味
院
寄
託
四
冊
本

（二
月
期
写
）
の
巻
第
八
に
、
弘
融
の
名
前
の
傍
ら
に

「華
厳
院
」
の
朱
書
を
認
め
る
が
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
を
底
本
と

す
る

「大
日
本
仏
教
全
書
」
で
は
、
同
箇
所
は

「弘
融

〔朱
〕
仁
和
寺

心
蓮
院
」
と
あ
り

（『密
教
大
辞
典
』
も
、
「仁
和
寺
心
蓮
院
に
住
し
、
律
師

に
任
ぜ
ら
る
」
と
す
る
）、
伝
本
間
に
異
同
が
あ
っ
て
確
定
で
き
な
い
。

弘
融
と
華
厳
院
の
関
係
は
、
以
下
に
示
す
弘
舜
と
弘
雅
と
の
関
わ
り

か
ら
示
唆
さ
れ
る
。
弘
融
が

「華
厳
院
の
弘
舜
僧
正
」
の
付
法
で
あ
る

こ
と
は
、
「真
言
付
法
血
詠
仁
和
寺
』
（武
内
孝
善
氏

「東
寺
観
智
院
金
剛
蔵

本

『真
言
付
法
血
泳
　
仁
和
寺
〓

『高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

六
号
　
平
成
五
年
）
や
、
「野
沢
血
脈
集
』
巻
第
三

（『真
一一三
ホ
全
書
』
３９
）

を
は
じ
め
と
す
る
血
脈
類
に
よ
つ
て
確
認
で
き
、
さ
ら
に
、
弘
融
の
著

作

『
説
遮
要
秘
抄
』
の
奥
書
の
分
析
か
ら
は
、
弘
舜
と
弘
融
と
の
師
弟

関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
弘
融
の
著
作
を
書
写
し
、
後
代

に
伝
え
た
弘
雅
も
、
華
厳
院
の
僧
侶
で
あ
る
。
弘
雅
は
、
「
説
遮
要
秘

砂
」
を
、
康
安
元

（
〓
三
全

）
年
に

（書
写
奥
書
は
、
管
見
の
伝
本
全
て

「康
安
六
年
四
月
十
六
日
書
写
校
点
了
」
と
す
る
が
、
康
安
は
二
年
で
改
元
で
あ

る
た
め
、
誤
写
と
判
断
し
た
）、
前
掲

「康
秘
』
を
、
応
安
三

（
〓
二
七
〇
）

年
に
、
伊
賀
に
赴
き
書
写
し
て
い
る
。
弘
雅
は
、
「最
勝
光
院
方
評
定
引

付
」
３
東
寺
百
合
蚊
噌
』
ル
『大
日
本
史
料
し

に
お
い
て
、
「応
安
六
年
十

二
月
廿
九
日
　
花
厳
院

〈略
〉
明
年
々
予
事
、
依
為
順
臓
、
花
厳
院
法

印
可
被
懃
仕
之
」
の
よ
う
に
、
「華
厳
院
法
印
」
と
呼
ば
れ
る
僧
侶
で
あ

る

（『仁
和
寺
諸
院
家
記
」
「華
厳
院
」
で
は
、
「弘
雅
　
厳
融
法
印
附
法
」
と
す

る
）。
こ
の
よ
う
な
弘
融
の
身
近
な
人
物
の
所
属
か
ら
、
弘
融
も
、
華
厳

院
の
僧
侶
で
は
な
い
か
と
類
推
す
る
。
そ
の
よ
う
に
見
な
す
と
、
「華

厳
院
弘
融
僧
都
」
（常
楽
寺
蔵
三
幅
対
の
内
・中
島
家
手
鑑
な
ど
）
と
す
る
極

札
が
、
一削
掲

『康
秘
目
録
』
の
「権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
弘
融
」
に
よ
っ

て
確
認
し
得
る

「僧
都
」
と
い
う
僧
階
と
合
わ
せ
、
最
も
正
確
な
情
報

を
伝
え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
初
代
古
筆
了
佐
の
極
は
、
「仁
和
寺

殿
弘
融
」
と
記
し
て
お
り
、
以
後
、
新
た
な
情
報
が
加
え
ら
れ
た
も
の

と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
情
報
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
弘
融
が
華
厳
院

の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
定
は
、
「徒
然
草
』
の
読
解
だ
け
で
は
な

く
、
仁
和
寺
の
法
流
の
問
題
に
波
及
す
る
と
思
わ
れ
る
。
中
世
に
遡
る

こ
と
の
出
来
る
史
料
は
非
常
に
少
な
く
、
極
札
に
記
さ
れ
た

「仁
和
寺

華
厳
院
弘
融
」
は
、
極
め
て
重
要
な
情
報
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
「花
押
譜
」
（文
化
十
二

（
一
八
一
五
）
年
刊
行
）
に
は
、
「遍
照

院
弘
融
」
と
し
て
、
小
伝
が
付
さ
れ
て
い
る
。

遍
照
院
弘
融
　
権
少
僧
都
　
好
二
和
歌
一、
典
二
兼
好
法
師
一相
親
。

貞
和
頃
住
二
千
伊
賀
州
佛
性
寺
・。

一辱
水
二
年
二
月
十
二
日

（花
押
）
古
曇
一氏
基
（大
阪
府
立
図
書
館
本
）
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こ
れ
は
、
「野
槌
』
記
事

（あ
る
い
は
伊
賀
の
地
誌
）
に
基
づ
く
も
の
の

よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
花
押
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
依
拠
資
料

を

「古
筆
氏
畢
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
筆
家
に
、
弘
融
の
伊

賀
に
お
け
る
資
料
が
伝
わ

っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
（康
杢ヽ

一年
三

月
二
十

一
日
は
、
「康
秘
』
執
筆
時
で
あ
り
、
伊
賀
に
住
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る

が
、
「康
秘
目
録
』
に
は
、
こ
の
日
付
は
確
認
さ
れ
な
い
）。

ま
た
、
林
家
旧
蔵

『古
筆
手
鑑
」
（第

一
帖

。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所

蔵
写
真
。
現
所
蔵
者
未
詳
・
平
成
八
年
四
月
撮
影
）
に
は
、
「弘
融

〈
仁
和
寺

／
遍
照
院
こ
と
あ
り
、
仁
和
寺
の
僧
で
あ
る
こ
と
と
、
伊
賀
の
佛
性
寺

遍
照
院
の
僧
で
あ
る
こ
と
の
、
両
方
が
融
合
し
た
例
と
見
ら
れ
る
。
な

お
、
「康
秘
』
翁
尊
法

第
廿
二
註
し

の
弘
雅
の
書
写
奥
書
に
、
「故
遍
照

院
僧
都
弘
融
自
筆
本
」
と
あ
り
、
弘
融
を

「遍
照
院
僧
都
」
と
呼
ぶ
例

を
見
出
す
。

さ
ら
に
、
「藁
叢
』
（今
治
市
河
野
美
術
館
蔵

。
国
文
学
資
料
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）
の
極
札
に
は
、
「仁
和
寺
殿
院
家
弘
融
僧
都
　
徒
然
草
見
／

い
か
に
せ
む
」
と
あ
り

（寛
政
年
間
の
成
立
。
弘
融
の
極
札
に
は
、
古
筆
家

門
人
、
神
田
家
の
印
。
こ
の
印
を
用
い
た
の
は
、
「道
僣
」
（正
徳
元

（
一
七

一

一
）
年

・
七
十
九
歳
没
）
以
降
か
）、
こ
れ
は
、
弘
融
と

『徒
然
草
」
が
結

び
つ
い
た
例
で
あ
る
。

四
、
弘
融
と
伊
賀

篠
田
厚
敬
が
、
一死
禄
十
七
年
に
奉
納
し
た
三
幅
対
の
内
、
伝
弘
融
筆

古
筆
切
に
は
、
「華
厳
院
弘
融
僧
都
」
と
す
る
極
札
が
付
さ
れ
て
い
た
。

厚
敬
は
、
「一示
二
条
烏
丸
下
ル
秋
野
町
」
（金
沢
文
庫
蔵

『兼
好
由
来
じ

の
人
で
あ
る
。
そ
の
著
作

「兼
好
法
師
行
状
」
は
、
偽
文

『園
太
暦
」
を

踏
ま
え
た
兼
好
の
伝
記
で
あ
り
、
兼
好
の
伊
賀
で
の
活
躍
が
物
語
風
に

描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
頓
阿
も
登
場
す
る
。
し
か
し
、
弘
融
の
名

前
は
見
ら
れ
な
い
。
本
書
は
、
一九
禄
七

（
三
ハ
九
四
）
年
の
成
立
で
あ
り
、

厚
敬
が
、
伊
賀
を
訪
れ
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

伊
賀
に
は
、
兼
好
、
頓
阿
、
弘
融
の
三
人
が
、
居
住
し
た
と
す
る
伝

承
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「伊
賀
国
名
所
記
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
す

（内

閣
文
庫
蔵

・
寛
政
四

（
一
七
九
二
）
年
写
本
。
訓
読
は
私
意
に
よ
る
）。

・
佛
性
寺

六
條
右
大
臣
顕
房
公
の
願
寺
也
。
宗
祇
法
師
云
、
権
少
僧
都
弘
融

者
、
文
保
二
年
十
月
押
小
路
の
亭
に
お
ゐ
て
、
左
少
将
為
仲
入
道

を
執
し
て
、
古
今
集
の
訓
説
秘
蔵
を
伝
受
い
た
さ
れ
、
か
た
の
ご

と
く
数
寄
に
て
侍
し
。
老
て
、
い
が
の
国
仏
生
寺
の
遍
照
院
に
す

ま
れ
し
由
、
き

ヽ
侍
る
と
云
云
。

・
国
見
山

名
ば
り
の
お
く
也
。
此
処
の
ち
か
き
あ
た
り
に
、
田
井
の
庄
と
い

ふ
処
に
、
兼
好
法
師
の
石
塔
有
よ
し
、
至
宝
抄
に
侍
る
ゆ
へ
尋
ね

ま
か
り
し
に
、
田
井
と
い
ふ
村
の
ち
い
さ
き

一
村
の
杉
の
内
に
、

兼
好
庵
の
跡
と
て
、
其
跡
侍
る
。
石
塔
な
ど
も
髪
に
有
け
る
に
や
。

兼
好
は
法
心
の
後
、
此
国
に
住
給
ひ
け
る
に
や
。
頓
阿
な
ど
も
、

此
国
を
行
脚
せ
ら
れ
け
る
は
、
其
比
ほ
ひ
の
事
に
や
。



・
国
分
寺
　
安
国
寺

宗
祇
の
抄
に
云
、
伊
賀
の
国
の
国
分
寺
へ
ま
か
り
し
に
、
頓
阿
法

師
の
手
跡
、
此
寺
に
侍
し
ゆ
へ
に
、
い
ぶ
か
し
く
お
ぼ
え
て
、
人

に
た
づ
ね
侍
れ
は
、
こ
の
所
に
五
、
六
年
も
す
み
け
る
よ
し
い
ひ

し
に
ぞ
、
さ
る
ゆ
へ
に
や
と
覚
ゆ
。

ま
た
、
「伊
水
温
故
」
「佛
性
寺
」
（延
宝
七

（
Ｉ
ハ
七
九
）
年
稿
・
菊
岡

如
幻
著
。伊
賀
史
談
会
発
行
）
に
は
、
「弘
融

ハ
洛
西
大
内
山
仁
和
寺
ノ
院

家
也
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
弘
融
が
仁
和
寺
の
僧
侶
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
「和
歌
名
所
追
考
」
第
五
十
四

「伊
賀

国
」
（元
禄
十
二

（
三
ハ九
九
）
年

・神
宮
文
庫
本
）
で
は
、
「草
高
寺
」
の

項
に
、
「本
尊
　
国
見
山
　
信
西
法
師
開
　
兼
好
此
寺
住
終
ル
」
と
し
、

「仁
和
寺
院
家
弘
融
僧
都
と
も
し
た
し
く
、
僧
都
も
此
国
に
て
住
果
ら

れ
し
事
、
佛
性
寺
条
に
み
え
し
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
に
、
兼
好
と

弘
融
、
そ
し
て
草
高
寺
と
が
結
び
つ
く
伝
承
を
見
出
す
。

元
禄
十
二
年
に
伊
賀
を
訪
れ
た
厚
敬
は
、
お
そ
ら
く
、

」ゝ
れ
ら
の
伝

承
を
耳
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
兼
好

・
頓
阿

・
弘
融
の
三
人
と
伊

賀
と
が
結
び
つ
き
、
や
が
て
、
一二
幅
対
の
奉
納
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
に
お
け
る
兼
好
の
伝
記
が
、
伊
賀
の
地
と
、
強
く
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
兼
好
と
伊
賀
と
の
関
わ
り
が

詳
ら
か
に
な
ら
な
い
今
、
弘
融
の
伊
賀
居
住
の
事
実
は
、
伊
賀
に
お
け

る
兼
好
の
伝
説
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
基
底
と
し
て
作
製
さ
れ
た
兼
好

伝
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
弘
融
の
事
跡
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
仁
和
寺
の
法
脈
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
の
布
石
と
な
り
、
ま
た
、
兼
好
と
弘
融
の
交
流
か
ら
、

兼
好
の
伝
記
研
究
へ
の
手
が
か
り
に
も
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

［付
記
］
常
楽
寺
所
蔵
三
幅
対
の
写
真
掲
載
、
な
ら
び
に
翻
刻
を
ご
許

可
い
た
だ
い
た
常
楽
寺
樋
口
有
弘
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（よ
ね
だ

。
ま
り
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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